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新規ゴルジ体阻害剤の不斉仝合成ならびにヒトがん細胞に対する増殖抑制効果
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【目的】AMP-26(1)は､ゴルジ阻害活性を有する抗腫疲化合物
として見出された[1]｡1は､ブレフェルジンAと同様の膜小胞

輸送阻害活性を有することから新規作用機序の抗がん剤とし

て利用が期待されている｡今回我々は､分子内ディールス･ア

ルダー反応を鍵反応とする1の不斉合成研究に着手した｡

【方法 ･結果】2,4--キサジェノールを出発原料とし､不斉ア

ルキル化､不斉アル ドール反応､ウィッテイヒ反応を経て トリ

エン(2)を合成した｡Et2AIClの存在下で 2の分子内ディール
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ス ･アルダー反応を行い､endo付加体(3)を得た｡続いて3に側鎖を導入し､得ら
れた4のシリル基を除去することで1の全合成に成功した｡調製したAMP-26は
化学的,薬理学的に以前得られたものと同一の性質を有することがわかった｡
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